
令和２年度 第２回南丹市社会教育委員会 会議録

日 時：令和２年９月２９日（火）午後２時～午後４時

場 所：南丹市役所 ２号庁舎 ３階 ３０１会議室

出席者：（順不同、敬称略）

社会教育委員：麻田健治、粟田千八栄、伊藤雅史、岡島賢峰、片山智文、片山幹雄、北村友子、

小南仁、清水範子、宅間治郎、（欠席者）大嶋久美子、古北真里

市教育委員会：木村教育長、藤林社会教育課長、浅田課長補佐、村上社会体育係長、

上村主事、矢野主事

傍聴人 ０人

１ 開会

２ あいさつ 小南代表、木村教育長

３ 報告事項

（１）社会教育委員会の答申時期について

（事務局説明）

第１回目開催時の社会教育委員会議で、今年度については「南丹市の社会体育施設の在り方につい

て」教育委員会から９月末答申を期限とした諮問を受け、検討委員会を組織し検討を進めてきた。しかし大

変施設数が多く、それぞれに設置された経過があり、歴史があり、課題がある中で、半年で答申を出してい

くには期間に余裕がないことや、市民の声も聞きながら検討すべきでないかと意見等あり、理事者に相談し

指示を仰いだ。それにより半年延期し来年３月３１日までを答申期間とすることで決定され、検討部会でも

報告を行った。急な方針転換になるが、社会教育委員会として全体で検討を進めていきたい。

（２）検討部会の開催について

次第記載の通り。９月末での答申ということで検討を進めてきた。合計４回開催しており、そのうち１回は主

要施設の見学を行った。詳細について、第１回目は、部会の今後の進め方や、社会体育施設の現状につ

いて説明を行った。第２回目は、スポーツ推進計画に基づき、各施設の課題等詳細な説明を行った。第３

回目は施設見学として２日間に分けて主要施設の見学を行った。第４回目では、答申の時期が３月末まで

延期されたことを受けてのことや、今日のこの全体会の進め方について協議を行った。

（委員質疑） 特になし

４ 協議事項

（１）「南丹市社会体育施設の有効活用に向けた今後の在り方」について

○南丹市の社会体育施設

社会体育係から、各施設について詳細に説明。

○南丹市スポーツ推進計画について



事務局から、スポーツ推進計画を確認しながら、施設の維持管理や使用料収入、施設の利用予約の方

法等検討すべき事項があることを説明。

（委員質疑）

（委 員）資料に示された利用者数だけでなく、現場を自分の目で見ることも大事ではないかと感じた。

（委 員）視点、基準や数だけで判断はできないと思う。それよりも関係団体や利用者の意見を聞くのも大

事ではないか。

（委 員）スポーツ協会会長に聞くが、少子化といわれる中スポーツ少年団の人数も減っているのか。

（委 員）スポーツ少年団に入部する子どもはそんなに減ってはいないが、勤労者層のスポーツをする人

が減っている。スポーツ協会としても「スポーツで南丹市を元気に！」とがんばっているが、人口が

減っている。中学生では、全国大会に出場する選手もいる中、時代に即した活動をしていかないと

…と勉強しているところである。

（委 員）府立高校は、府立なので一般料金での利用となる。また、部費から支出することや南丹市にある

高校だけれど市民でもないので、利用したいけれど利用しにくい。

（委 員）有料施設としての課題が感じられる。

（委 員）修繕について、安全確保のためなのか利用度を上げるためなのかの２通りあると思う。安全性が

保てないから利用できないけれど、安全性を確保するために修理をしますというのと、例えばテニス

コートは利用頻度が高いから修理するという二極化になっている。すみ分けて考えていかないとい

けない。

（委 員）料金の発生するところやしないところがある。旧町のそのままに来ているので統一がなかなか…。

申し込みも数日前に完了していないと使用できないところや、前日や当日空いていれば使用できる

ところもある。

（委 員）今まで放っておいて傷んだけれど直せないのか、全部お金をかけて直すつもりなのか、一定整

理は必要かと思う。

（委 員）プールの利用者の内訳は。

（事務局）中央プールについては、園部幼稚園、京都先端科学大学、明治国際医療大学が授業の一環と

して利用がある。第二・第三プールについては、園部・城南保育所の利用もあるが、その他は地元

の小学生となっている。大人の利用はほぼない。

（委 員）「生涯スポーツ」とスポーツ推進計画の中にも謳われていることから、大人の利用も入れた施設に

すべきではないか。

（事務局）スポーツ少年団の利用が多く、大人の団体の利用は少ない。年齢問わず広く市民に親しめる施

設になるようにしていきたい。

５ その他

次回社会教育委員会議の開催は、アンケートを実施し、集計できてからの開催を考えている。早ければ

１２月中、遅くとも１月中には開催したいと思う。また案内する。

６ 閉会 清水副代表


